
The University of Tokushima (2011)〉 Faculty of Engineering〉 Mechanical Engineering (Day Course) [⇒Japanese]

Engineering English 1 2 units (selection)

Ri-ichi Murakami · Professor / Production Systems Engineering, Department of Mechanical Engineering, Teruaki Ito ·Associate Professor / Mechanical Science, Department of Mechanical Engineering

Masashi Ichimiya ·Associate Professor / Mechanical Systems, Department of Mechanical Engineering, Daisuke Yonekura ·Associate Professor / Production Systems Engineering, Department of Mechanical Engineering

Target〉 技術者としての英語による表現力と課題研究を通したプレゼンテーショ
ン能力を養うために演習 · レポート，小テストを行い，機械技術者に求められ
るコミニケーション能力を修得させる.

Outline〉 機械技術者に必要な英語による表現力を高めるために高校時代の英文
法などの知識を元にして英語の論文のまとめ方や読み方，さらには技術レポー
トの書き方に関する能力を養成する. また，インターネットを活用しながら海
外情報の取得の仕方を体験 しながら課題探求を行い，その成果を英語による
報告書としてまとめ最後に英語によるプレゼンテーションを実施することに
より 技術者に必要な英語によるコミニケーション能力を体得させる.

Keyword〉 English as a second language, English for specific purposes,
Presantation, Information retrieval

Relational Lecture〉 “Technical communication in English (2)”(0.5)

Requirement〉 工業英語のスキルを向上させたい意欲のあるもの
Notice〉 課題探求レポートの未提出およびプレゼンテーションに欠席すると不合
格になる．

Goal〉
1.工業英語の表現力の養成
2.機械技術を英語によって理解する．
3.英語によるプレゼンテーション力の養成．

Schedule〉
1.技術英語の文法の基礎 (冠詞，名詞)
2.技術英語の文法の基礎 (動詞)
3.技術英語の文法の基礎 (前置詞，形容詞，副詞，接続詞)
4.技術英語の文法の基礎 (構文)
5.技術英語の文法の基礎 (構文)
6.英語による技術論文の書き方
7.英語による技術論文の書き方
8.英語による技術論文の書き方
9.インターネットによる機械技術の課題探求

10.インターネットによる課機械技術の題探求
11.インターネットによる機械技術の課題探求
12.インターネットによる機械技術の課題探求

13.英語によるレポートの作り方およびプレゼンテーションの仕方
14.パワーポイントを使った英語によるプレゼンテーション
15.パワーポイントを使った英語によるプレゼンテーション
16.予備日

Evaluation Criteria〉 到達目標 3項目がそれぞれ達成されているかをレポートの
内容，プレゼンテーションの内容および表現力を考慮しながら，質疑応答と
併せて総合的に判定し 60%以上を合格とする．特に授業中の演習に回答する
ことは評価対象となる．英語によるプレゼンテーションとレポートは最終試
験に代わるものであるから欠席と未提出は不合格となる．

Relation to Goal〉 (A)30%，(F)70%に対応する．
Textbook〉 日本機械学会編「科学英語の書き方とプレゼンテーション」コロナ社
Reference〉
�木下是雄著「理科系の作文技術」中公新書
�マーク ·ピーターセン著「日本人の英語」岩波新書

Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=215859
Student〉 Able to be taken by only specified class(es)
Contact〉
⇒ Murakami (M318, +81-88-656-7392, murakami@me.tokushima-u.ac.jp)

Mail (Office Hour: 毎週月曜日16:00∼ 17:00)
⇒ Ito (M316, +81-88-656-2150, ito@me.tokushima-u.ac.jp) Mail (Office Hour:
毎週水曜日14:00∼ 15:00)

⇒ Ichimiya (M520, +81-88-656-7368, ichimiya@me.tokushima-u.ac.jp) Mail
(Office Hour: 毎週火曜日，17:00∼ 18:00)

⇒ Yonekura (M326, +81-88-656-9186, yonekura@me.tokushima-u.ac.jp) Mail
Note〉
�この講義は英語によるコミニケーション能力の向上を目指して各単元ごと
に授業中に課題を課すので，毎回の予習・復習を確実に実行し，英語によ
る表現力を向上させるよう努力すること.
�成績評価は，授業中の演習の取り組み，レポートの提出状況および内容を
含め，英語によるプレゼンテーションの成績を総合して決める．
�授業を受ける際には，2時間の授業時間毎に 2時間の予習と 2時間の復習
をしたうえで授業を受けることが，授業の理解と単位取得のために必要で
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ある．
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